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中国日食体験記

みんなで星空を楽しむ会
堀田文一日本共産党大阪府議会議員

年 月 日2009 9 2

中国日食ツアーの取り組みに先立って

私が小学校５年の４月、大阪で部分日食

が見られた。この時、大人になったら皆既

日食を見たいと心に誓った。

中学校の時、地学部に入り、先生から望

遠鏡で何度も星を見せて貰った。大人にな

ったら、望遠鏡を買いたい、ハレー彗星が

次に来る時、ぜひ買いたいと考えていた。

年、ハレー彗星がやってきた。私1985

は望遠鏡を買いに行って、はたと考え込ん

でしまった。 万円の望遠鏡を買うお金20

、 。はあるが 望遠鏡で星を見に行く暇がない

、 。当時 私は３期目の豊中市議会議員だった

忙しい毎日だった。夜更かしする遊びは、

とてもやってられない。

そこで私は考え抜いて、一つの結論に達

した。ハレー彗星を見る会を開催して、多

くの人に星を見せれば、望遠鏡を買うこと

も許されるのではないかと。

年の 月から 年３月までの1985 12 1986

間、私は７回 「ハレー彗星を見る会」を、

開催し、延べ 人の参加をえた。700

、 。1987年９月 沖縄県で金環食があった

この時、私は 名の沖縄金環食観測ツア42

ーを組織して、勝連町津堅島に行き、太陽

と雲の息詰まる攻防戦の後、きれいな金環

食を見ることができた (堀田文一ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ。

→文ちゃんの星空ページ→沖縄金環食写真

集と体験記参照)

この２つの天文ショーを通じて 私は 星、 「

は一人で見れば遊び、たくさんの人に見せ

れば仕事、子どもたちに見せれば青少年の

健全育成」と悟った。

すぐに、豊中天文協会を結成し、豊中の

すべての子どもたちに、小学生の時に一度

は望遠鏡で星を見せるシステムをつくっ

た。最近は、私自身は豊中天文協会の活動

に少ししか参加できていないが、天文協会

はすでに１０万人を超える子どもと大人に

望遠鏡で星を見せている。

皆既日食との出会いは、府会議員に当選

、 。した年 年８月のトルコ日食だった1999

私は妻と旅行会社のトルコ日食観測ツアー

に参加した。私には、この時がはじめての

外国旅行で、私自身が日食観測ツアーを組

織することは不可能だった。いわば、遊び

の日食観測で、仕事ではなかった。でもこ

の時、きれいな日食写真を撮ることができ

た。(堀田文一ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→文ちゃんの星空

ページ→トルコ日食体験記参照)

その後、 年７月 日に鹿児島県の2009 22

トカラ列島で皆既日食が見られることを知

った。国内だから、私でもツアーを組める

と思った。
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トカラ列島を管轄する鹿児島県十島村役

場は鹿児島市内にある。この村役場に私は

年５月と 年１月に訪問して、島2004 2005

の宿泊施設や交通手段などを調べた。

、2005年８月３日にはトカラ列島を直接

下見しようと考え、トランクを引きずって

自宅を出た。歩きはじめて８０ｍのところ

で、十島村役場から電話がかかってきた。

「台風のため、今晩の船は欠航です」との

電話だった。一円も使わずに、私は家に帰

った。トカラ列島は、行くことだけでも難

しいところ。だから、他所にはない素晴ら

しいものが一杯あるだろうと思ったが、私

がトカラ日食観測ツアーを組織するのは無

理だとあきらめて、中国日食を検討するこ

とにした。

中国日食ツアーは旅行社の力を借りるし

かない。１年半ほど前、中国旅行に詳しい

富士ツーリストに相談を持ちかけた。富士

ツーリストの提携旅行社である南京中北友

好国際旅行社の方とも大阪で面会した。昨

年８月には、南京中北友好国際旅行社の案

内で事前調査にも行った。

目的は、中国で皆既日食が見られる区域

は、揚子江流域全体と広いが、気象や大気

汚染から考えて、どこが適当かを判断する

ことと、中国の旅行社に私が中国日食ツア

ーに真剣であることをアピールすることだ

った。私は、上海、南京、銅稜、成都、峨

眉山を訪問し、浙江省安吉県が最適だと判

断した。昨年１１月、ツアーの募集開始。

すぐに定員の８０人は満員になった。

ところが、今年に入って２つの障害が発

生した。

一つは、衆議院の総選挙と日程が重なり

。 、そうなこと 日食の日程は変えられないし

次の機会も私の手には届かない。去年の秋

か今年の冬・春のうちに麻生総理が解散す

れば良かったのだが、自民党の混迷の中で

８月２日、９日投票説まで登場した。私が

ツアーに参加しなければ、旅行社に迷惑を

かける。胃の痛むような思いで解散時期を

見守ったが、投票日が８月３０日と決まっ

て、一件落着した。

もう一つは新型インフルエンザ。５月に

兵庫に続いて豊中で感染者が発生した。夏

には治まるだろうと思っていたが、７月に

本格的な感染拡大がはじまった。感染地域

・日本からの旅行者は中国の空港で厳しい

検疫を受け、一人が感染していたら周りの

者もホテルに留め置かれるという。

一体どうなるのだろうか。

７月２０日

朝８時 分、自宅を出発。蛍池駅発の40

バスに乗り、関空に行く。

時 分、関空に集合。参加者は、６11 15

泊７日の日食・九塞溝コースと３泊４日の

日食・上海コースを合わせて７５人。旅行

者の添乗員も２人。大集団だ。

午後１時１５分、関空発。中国国際航空

で上海に飛ぶ。

午後２時４５分（現地時間 、上海浦東）

空港着。厳しい検疫はあったが、全員健康
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で検疫も無事通過。２台のバスに分乗して

上海市の黄浦江東岸に行き、熱風の中、上

海の高層ビルを見る。上海は、恐ろしいほ

、 。どの高層ビルが 文字どおり林立していた

５時ごろ、夕食。

その後、道路渋滞に巻き込まれ、９時半

ごろ、ホテル着。

７月２１日

上海は渋滞の街。渋滞の道路を通り、途

中、交通違反を取り締まる警官とバス運転

手の違反を巡る激しい口論に待機を余儀な

くされ、ようやく豫園に着く。

豫園は浅草のような、古い建造物と庭園

があり、賑やかな土産物店ありの観光地。

楽しそうな民芸品店が軒を連ねていたが、

時間がなかったので、横目で素通り。

バスから豫園への往復は快晴で、汗びっ

しょり。昨年の下見で感じたことだが、上

海の大気汚染も改善されてきたようだ。

また、渋滞の道路を通り、途中からはス

イスイの高速道路を走り、杭州市に着く。

杭州市では西湖を遊覧船で観光。

最後に、日食観測地に予定している浙江

省湖州市安吉県の和春大酒店に向かう。日

食観測地を安吉県に決めたのは、中国の光

明日報が「我が国安吉の天荒坪ダムが全世

界で最もよい観測地点」と報道していたこ

とと、私自身が昨年の下見で内陸部は雲が

多いと感じたこと。安吉なら、梅雨が明け

ていれば太平洋高気圧が張り出して、晴天

が期待できる。天文学会が推奨していた天

荒坪ダムを避けたのは、ここ一箇所がいい

、 、という売り込みは 混雑に飛び込むだけで

日食観測では意味がないこと。和春大酒店

にしたのは、４階に見晴らしのいいベラン

ダがあり、そこなら３時間近い観測が快適

に行えると、昨年のうちに南京の旅行社が

現地確認したことによる。なお、大酒店と

いっても酒屋ではなく、ホテルである。

安吉県に近づくと、竹林が目立つように

なった。安吉県は有名な竹の産地。おかげ

で、空気も上海などに比べ、かなりいい。

バスの車中で、安吉県政府の観光局から

「和春大酒店の４階ベランダは使ってはな

らない」との通達が出されたとの連絡がホ

テルから入った。４階ベランダを使えるこ

とが、このツアーの売りだったのに、他の

場所に行くと、ホテルからの移動手段、ト

イレ、飲み物などで不便なことになる。そ

れは止めてと南京の旅行社が粘ってくれた

が、観光局は４階から外国人が（つまり私

達が）転落したら国際問題になるという。

解決策として、観光局は中国共産党安吉県

委員会付属党学校の敷地を無償で使ってい

いという条件を出してくれた。確かめに付

豫園

杭州市西湖
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10属党学校に行ったら バスでホテルから、

、 、分足らずの所で 広々としてトイレもあり

ビールの売店も特設してくれるという。迷

わず、ホテルの４階ベランダから、付属党

学校に観測地を変更した。

夜は、和春大酒店のレストランで参加者

全員による日食前夜祭。北は北海道から、

、 、南は長崎まで 年齢は８１歳から３歳まで

日食観測ツアーで９勝１敗の人、それらの

方から発言をしていただいた。

今日は晴天だった。明日も晴天が続くだ

ろうと、素直に思いこんで、就寝した。

７月２２日

皆既日食のこの日、空は朝から曇ってい

た。それでも、観測地の中国共産党安吉県

委員会付属党学校に行くしかない。はるば

る日本からやってきたのだ。

、 。 、８時 望遠鏡を組み立てはじめる 全天

雲だったが、時々、薄雲を通して、太陽が

。 。 、光を放つ すぐに雲に隠れる この分なら

なんとかなるのかも知れない。

８時半過ぎ、誰かが叫んだ 「始まって。

いる 。望遠鏡を向けると、確かに日食が」

始まっていた。

、 、その後 せっかく持っていった望遠鏡を

カメラで独占すべきではないと思い、カメ

ラを外して参加者に開放する。参加者は、

持参したデジカメで、望遠鏡の中の欠けた

太陽を写す。光軸が一致していればこのや

り方でもきれいに写るのだが、簡単ではな

い。参加者は列をつくって、時々姿を出す

太陽を写す。一通り写真を撮るのにかなり

の時間がかかった。気がつけば太陽は細く

なっていた。私はペンタックス７５ｍｍの

望遠鏡を使った直焦点方式で太陽写真を撮

り始めた。

中国共産党安吉県委員会付属党学校

８時１０分・雲に漂う太陽

８時３７分
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《》

太陽は、超明るい天体だから、そのまま

肉眼で見たら、目がつぶれる。写真を撮る

場合も１０万分の１に減光するドイツ製の

ソーラーフィルターを望遠鏡の前に貼り付

けてシャッターを押す。ところが、薄雲を

通して見える太陽は、フィルターを着ける

と、真っ暗で何も見えない。写真にも写ら

ない。だから、フィルターを着けたり外し

たりしながら、シャッタースピードも千分

、 、の一から十分の一まで 何段階にも分けて

シャッターを押す。２時間のうちに２００

枚ぐらいの写真を写しただろうか。デジタ

ルカメラだからできること。有り難いこと

だ。

９時３４分、皆既日食が始まる。フィル

ターを外して写真を撮った。

写真の真ん中の黒い部分は、太陽を隠し

ている月。その回りの淡い光は、太陽を取

り巻くコロナ。天候が良ければ、もっとコ

ロナは広がって見えるのだが、今回のコロ

ナは細かった （トルコ日食のコロナ写真。

参照）

９時３９分、皆既食が終わる。残念なが

ら、全天の雲のせいか、完全に暗くはなら

９時２７分
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する。稼ぐ

人は１日で

２８０元 １（

）元＝１５円

になるとい

う。大変な

重労働だ。

ー 夕方、

気圧の低さ

と疲れとバ

スの車酔いが重なって、夕食を食べられな

。 、い人が続出した 奥地の景勝地に行くのは

苦労が多いものだ。

夜、黄龍・九寨溝空港を飛行機に乗り、

成都に到着。成都のホテルで泊まる。

７月２６日

朝、飛行機で上海に向かう。

上海でリニアモーターカーに乗る。時速

４３２ｋｍを体験した。

。夕 時 分発の飛行機で関空に向かう5 15

関空の第一滑走路に、夜８時１５分着。

、 、行きも第一滑走路 帰りも第一滑走路では

関空二期事業は何のために進めたのか、お

。 、 。かしな事だと思った 夜 時 分 帰宅10 40

旅行中、感じたこと。

中国での道路整備と鉄道整備の大きな格

差。道路整備の進捗は著しいが、いくら整

備しても都市では渋滞はなくならない様

子。鉄道は、あの上海でさえ地下鉄が３路

線あるだけで、大阪のような近郊鉄道はな

い。その原因を私は知らないが、外国から

の支援は、自動車産業の進出と連動するの

か、道路整備に重点が置かれているように

思った。道路に力が入っている分だけ、非

効率で、環境に負担のかかるまちづくりが

進められているわけだ。中国の発展にとっ

て課題は、まだまだ多い。

旅行中、スリに財布をすられた人、軽い

怪我をした人、空港で危険物だとしてﾊﾞｯﾃ

ﾘｰを没収された人、機内預けでﾄﾗﾝｸが壊さ

、 。れた人 携帯電話を飛行機内で忘れた人も

多事多難だった。大人数で、しかも外国

でのことだから、いろんな事が起こった。

その都度、南京中北友好国際旅行社と富士

ツーリストはがんばって対処してくれた。

参加者の皆さんには、過酷な旅程だった

が、貴重な皆既日食を見ることができたこ

とや中国奥地の景勝地・九塞溝と黄龍に行

、 。けたことに 満足していただいたと思った

とりあえず、簡単な旅行記は終わり。も

、 。う一度 新たな日食体験記を書いてみたい

＊写真の一部はツアー参加者の作品をお借

りしました。
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